
岡山 岡山

拠点名　：　おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC)

本拠点では、岡山大学医療系キャンパス内に立地する利点を最大限に活かし、優れた医療研究シーズ、県内もの

づくり企業群の技術と近未来の医療イノベーションを実現する分子イメージングとの融合により、産学官連携に

よる医療先進県に相応しい岡山ならではの医療産業の創成と産業クラスターの実現を図る。

岡山大学とその協働企業等の優れた医療研究シーズを活かし、分子イメージングによる高度で先端的な新薬等の研

究開発の展開に伴い、県内への医療関連産業の立地が促進され、医療系ベンチャーの創出や県内ものづくり企業の

医療関連分野への参入など、医療産業の裾野拡大とクラスターの形成による地域活性化が図られる。

官：岡山県

学：国立大学法人岡山大学

産：岡山県経済団体連絡協議会

◎事業運営委員会

役職名　　氏名　　　　　現所属機関・役職

会長 　　難波一也　　　岡山県　産業労働部長

委員 　　神崎浩二　　　岡山県経済団体連絡協議会　事務局長

委員 　　阿部宏史　　　国立大学法人岡山大学　理事（教育・研究担当）

委員 　　谷本光音　　　国立大学法人岡山大学大学院医歯薬学総合研究科　研究科長

＜オブザーバ＞

独立行政法人科学技術振興機構、岡山市、財団法人岡山県産業振興財団、

特定非営利活動法人メディカルテクノおかやま

特定非営利活動法人メディカルテクノおかやま

国立大学法人岡山大学大学院医歯薬学総合研究科産学官連携センター

　　　住所：岡山県岡山市北区鹿田町二丁目 5番 1号

　　　Tel.  086-235-6529

◎拠点設置場所

　　　住所：岡山県岡山市北区鹿田町二丁目 5番 1号

　　　Tel.  086-235-6529

本拠点事業では、ナノバイオ標的医療における岡山大学の独自技術と協働企業との連携に加え県内企業のミクロも

のづくり技術を基盤として、岡山ならではの地域医療産業の創成に向け、次に掲げる分子イメージング及び関連機

器の産学官の連携による共同研究を行う。

●おかやまメディカルイノベーションセンター

　創薬等の研究開発： 革新的分子プローブ（ペプチドプローブ、抗体プローブ）、遺伝子医薬、

　　　　　　　　　　　　薬剤・遺伝子送達システム（ＤＤＳ）

　　　　　　　　　　 動物モデルによる前臨床試験からＭＤ臨床試験への橋渡し研究

　機器の研究開発：小型ＰＥＴプローブ自動合成装置

全体構想：

期待される地域活性化

主な共同研究開発課題

提案機関：

参画機関：

運営体制：

拠点事務局
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おかやまメディカルイノベーションセンター（OMIC）の役割
（創薬、マイクロドージング（MD）臨床試験研究への橋渡し研究開発拠点・人材育成拠点）

先端医療を推進する本格的アニマル分子イメージング研究施設

産学官連携研究拠点（OMIC）
研究・開発

岡山大学
教育研究プログラム戦略本部

ナノバイオ標的医療
イノベーションセンター

(ICONT)
および、協働企業

メディカルテクノおかやま

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科

専門技能者の輩出

岡山大学病院

臨床試験実施

研究・開発運営支援、研究推進バイオベンチャー・

人材育成

理化学研究所（神戸）

連携大学院協定に
基づく研究教育支援
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サイクロトロン ホットセル FDG合成装置

多目的合成装置 64Cu精製装置 ペプチド自動
18F標識装置

動物用PET

分子イメージングを基盤とする産学連携モデル・新事業の創出
メディカルテクノバレー構想（岡山県ミクロものづくり企業の協働＋企業誘致）

複数分子同時イメージング装置（GREI）の開発
多様なイメージング手法に展開できる分子プローブの開発 ～感染症、がん、再生医療～

革新的ペプチドプローブ作成法の確立・展開 ～マイクロチップを用いた新規標識装置～
新規がん細胞結合ペプチドの探索と18 F標識による分子イメージング

抗体プローブの開発と革新的標的医療への展開 ～がん、動脈硬化、糖尿病～

臨床開発－産学連携による創薬・機器開発－

革新的遺伝子医薬、次世代イメージングプローブ
PETプローブ自動合成装置の開発、薬剤送達システム（ＤＤＳ）と医用デバイスとの融合開発

事業運営委員会 （岡山県・岡山大学・産業界）

岡山大学ＯＭＩＣ事業推進本部
メディカルネット岡山

ミクロものづくり
岡山推進協議会

岡山県医用工学
研究会

メディカルテクノ
おかやま

連携
連携

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 産学官連携センター産学官連携センター

おかやまメディカルイノベーションセンター（ＯＭＩＣ）

科学技術振興
機構(ＪＳＴ)

本拠点での事業化を支える仕組み

・製薬企業

・診断薬企業

・医療機器
関連企業

・大学発
ベンチャー

医療関連産業の立地 医療系ベンチャー創出 県内企業の医療分野への参入
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分子イメージング部門

・サイクロトロン

・動物実験施設

・ＰＥＴ－ＣＴ

・ホットセル

・イメージング質量

分析装置

・分子プローブの開発

・イメージング環境の提供

・薬剤送達システムの開発

・光イメージング装置

動物実験部門

・マウスラット飼育スペース

・サル飼育スペース

・実験動物乾燥機

・モデル動物の作製・

維持 支援

・動物飼育環境の提供

・インキュベーション部門

・インキュベーションルーム

・オープンラボ

・産学官交流

スペース

・インキュベーション環境の提供

・若手人材育成

ハートフルビジネス
おかやま

岡　山　市

・ICONT
参画企業

・大学等研究者

・創薬関連企業

・医療機器
関連企業企業

本拠点における分子イメージング研究のロードマップ

～平成23年3月 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

平成28年度平成29年度平成30年度平成31年度平成32年度平成33年度～

(2011) (2015)

(2021) (2017)(2020)

１０年目 ７年目

１年目 ５年目

①放射線管理、ＧＭＰ基準手続
②運営組織の立ち上げ
③稼働実施体制の整備
④運営経費の調達
⑤利用方法、利用料金等の検討・設定
⑥広報活動
⑦協力支援運動
⑧インキュベーション入居手続

①分子イメージング研究開発拠点の円滑稼動
②病巣特異性ペプチドや抗体の探索・作製
③ペプチド・抗体への放射性同位元素の高効率導入法の開発
③新規の小型化PETプローブ自動合成装置の開発
④種々の疾患、病態、代謝を反映するバイオマーカーの探索、新規の

分子プローブの開発
⑤開発したプローブを応用し、高い標的性を有する薬剤・遺伝子送達

法、ならびに新規診断・病態評価法の開発

①最先端の研究開発成果の公開と研究開発環境の
整備・提供による協働企業群の岡山県内への誘致

②複数の先端的大学発メディカルベンチャーの輩出や
地域企業の第二創業の支援

③分子イメージングを核とする岡山県ならではの医療
産業クラスターの実現

①研究成果を県内外の医療関連企業へ提供し、オープン
イノベーションモデルを構築

②メディカルベンチャーの起業に関する経営コンサルタント
特許およびリーガル面での戦略サポート、資金計画な
どの支援と環境の整備

③医療関連企業の中核となる若手人材の育成プログラム
の立案・実施


